
 

　本書の初版が2015年、改訂版が2019年に発行され、既に初版から10年の
歳月が経過した。その間、「青本」として数多くの読者に親しんでいただき、
特許情報検索・調査を通じて得られた結果を、企業の知財活動だけではな
く、経営・事業や研究開発戦略策定に活用していただけたことは著者とし
て望外の喜びである。
　改訂版以降の 6 年間で特許情報分析を取り巻く環境は劇的に変化した。
その中でもとりわけ大きな変化は、2022年11月30日に OpenAI から発表
された ChatGPT-3.5をはじめとする生成 AI の登場であろう。著者は
ChatGPT-3.5が登場した時点から、特許情報検索・調査および分析に活用
でき、知財業務全般に大きな影響を与えるであろうと予感していたが、直
近の生成 AI の技術的進歩は特に目を見張るものがある。本書執筆時点の
最新モデルの一つである GPT- 5 を用いれば、簡単なプロンプトで先行技
術調査を行うことができる。特許をはじめとした知財情報に誰でも簡単に
アクセスできる、いわゆる「知財情報の民主化」が始まったといえる。
　知財情報に誰でも簡単にアクセスし、活用できる状況が整いつつある点
については喜ばしく感じている一方で、知財情報をどのように調べればよ
いのか、というハウツーの部分については LLM（大規模言語モデル）によっ
て、よりブラックボックス化してしまうのではないかという危惧を抱いて
いる。例えば自動運転車が普及すると、自動車の運転方法を知らなくても
目的地にたどり着くことができるように、特許検索・調査においても、生
成 AI を使えば特許検索データベースの仕組みや特許分類、また、検索方
法などを知らなくても所望の先行文献を見つけることができるようになる
であろう。今後、生成 AI が一層進化・普及していく中で本書が果たすべ
き役割は、生成 AI が出力した回答の真贋や良しあしを見極めるために必
要となる特許検索・調査の基礎知識やスキル・テクニックを提供すること
だと考えている。
　著者も50歳が間近に迫ってきて、説教くさくならないように留意しなけ
ればと思いつつも、最近読んだ書籍の一節に非常に共感した。
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効率よく能力を伸ばそうとして、基本がおろそかになっているケー
スも散見されます。その意味では「まずは基本を」といった、昔の
人のやり方も一理ある。年をとった人の意見も聞きつつ、効率的な
方法も取り入れるといったバランスが、やっぱり重要なんでしょう。

（出所：佐山展生・山本昌『生涯現役論』）

　
　生成 AI を用いれば効率的に特許検索・調査ができるようになるのは間
違いないが、「まずは基本を」の基本について本書で習得していただきたい。
あと数年で50歳を迎える著者からの願望である。そのような基本を習得し
ていただくために、本書は初版、改訂版と「入門書」をうたっているが、
400近いページ数で決してやさしい内容ではない。むしろ生成 AI 時代にお
いても特許情報調査の専門家として生き残るために必要となる知識やスキ
ル・テクニックを習得するために必要最小限のボリュームだと考えている。
　以上、特に生成 AI の登場という大きな変化を踏まえて、第 3 版では以
下のような点について加筆・修正を行った。
⃝初版・改訂版の枠組みは維持し、全体的に内容を修正
⃝�本書改訂版以降の J-PlatPat 機能改善に対応（CSV出力、各種ランキ
ング、履歴演算など）
⃝第 4章、第 6章、第 7章は事例を含めて全面的に刷新
⃝�本文中や脚注、コラムなどに特許検索・調査への生成AI の利用・活用
について適宜追加
⃝�「赤本」こと『特許情報分析とパテントマップ作成入門 第 3版』と同様、
　� 「読者サポートウェブサイト」を設置し、検索式データや引用・参考文
献を掲載

　
　生成 AI に関する記載も可能な限り追加したが、技術的進化が非常に早
く（というよりも早過ぎる）、執筆時点で詳細を記載しても、発行時点で
内容的に古くなってしまう可能性が高いため、あえて具体的なテクニック
や利用方法まで踏み込んでいない部分もあるので、あらかじめご了承いた
だきたい。



 

　ぜひ、本書を読んで、特許情報調査および検索テクニックを習得するこ
とで当社グループのモットーである「知財情報を組織の力に ®」を実現し
ていただきたい。
　最後に、第 3 版の出版に当たり多大なご協力をいただいた発明推進協会
の原澤様をはじめとした皆さまに心から感謝の意を表したい。

� 2025年11月

� 野崎篤志



読者サポートウェブサイトについて

　本書の目的は、読者に特許情報調査・検索式作成のスキルを習得してい
ただくことであるが、紙幅には限界があり、書籍よりデータのほうが使い
勝手が良い内容もある。
　そこで、以下の内容をウェブサイトから無料でダウンロードできるよう
にしたので、ぜひ、本書と併せてご活用いただきたい。

1 ．検索式・特許検索マトリックス ®

　本書の第 6 章および第 7 章に掲載している検索式および特許検索マト
リックスを MS Excel ファイル形式で掲載している。ファイルのパスワー
ドは「ep_matrix2025」である。
　
2 ．引用・参考文献リスト
　本書で引用・紹介している文献のみならず、読者の参考になると思われ
る文献（書籍、論文、ウェブサイト等）の詳細な書誌情報を収録。著者名
や日付、テーマ等の書誌データでソートや並べ替えができる。本リストは
拙著『特許情報分析とパテントマップ作成入門 第 3 版』のデータと共有
しており、適宜アップデートしていく予定である。

著者の note：読者サポートウェブサイトにアクセスし、
https://note.com/anozaki/n/nc85c19c80914
『特許情報調査と検索テクニック入門　第 3版』
のファイルからデータをダウンロードされたい。
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